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台中生はがんばっています！ 

校 長  続橋 正寿 

さわやかな青空に初夏の訪れを感じる季節となりました。令和３年度がスタートして２か月に

なるところですが、お子さんは気持ちよく、安心して学校生活を過ごせているでしょうか。何か

気になることがございましたら、遠慮なく教職員にご相談ください。 

 

今回は、５月の朝会で生徒に話したことをお伝えします。 

 

私が着任して間もないこともあり、この１か月で、たくさんの地域の方とお話をする機会 

がありました。皆さんが必ずおっしゃるのは『日吉台中学校の生徒は、元気で気持ちの良い 

挨拶をしてくれる。とても幸せな気持ちになります。』という内容です。私も同じ思いです。 

廊下等で私にも気持ちの良い挨拶や会釈をしてくれる生徒がたくさんいます。私自身も存在

が認められているようで、とてもうれしくなります。 

挨拶や『ありがとう』『ごめんなさい』が素直に言える人は素敵ですよね。これからもこ 

の素晴らしい行いを継続、発展させて、ますます素敵な人になれるように頑張ってください。 

 

 

生徒は、コロナ禍で制約も多く、ストレスを感じていることでしょう。しかし学校生活を見て

いると適切に感情をコントロールしています。特に感心するのは、授業です。どの学級でも生徒

は、すごい集中力できちんと授業を受けています。私が見る限り、私語はほぼありません。台中

生は、当たり前のことを当たり前のように行う力があります。なかなかできるものではありませ

ん。素晴らしいことです。おそらくこのことを伝えても、生徒は当たり前のこととして涼しい顔

をすると思いますが・・・(笑)「凡事徹底」大切にしてほしい心掛けの一つです。 

 学校は、健気に頑張っている生徒のために、今後も最善を尽くします。様々な場面で「こんな

状況ではあきらめるしかない」ではなく、何とかできる方法を生徒とともに模索していきます。

また「こんな状況だからこそできること」を増やします。ここまで生徒は、感染症に関する正し

い知識や対応を身に付け、手洗い、うがいなど「自分の身は自分で守る」術を覚えました。また、

苦しい時だからこそ、他者を思いやることの大切さを実感しているのでしょうか、心温まる素敵

なエピソードを時折耳にします。それらは、学校だけで成し遂げられるものではなく、ご家庭で

の取組があったからこそです。連携の賜物ですね。今後ともよろしくお願いいたします。 

 最後になりましたが、これからも我慢を強いられながら頑張っているお子さんのお話に対し

て、より一層耳を傾けていただき、ほんの少しの「善い行い」をも褒めてください。人は「認め

られ褒められる」ことで、成長するのだと思います。 
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１学年は５月１９日（水）に横浜八景島シーパラダイスに遠足に行ってきまし

た。あいにくの雨模様で予定を変更しなければならない場面も多くありました

が、その都度、班のみんなで考え、よりよい方法を選択しようとする姿勢が見

られました。遠足の目的である『仲間とのきずなを深める、自ら考えて行動す

る』ということをしっかり意識して活動している様子を見て、とても頼もしく

感じました。遠足を通じて、大きく成長した１年生一人ひとりが、これからの

学校生活でさらに活躍してくれると思います。 

 

５月２０日（木）、2 学年では横浜遠足に出かけました。昨年、自然教室

が中止になってしまったため、入学して初めての校外学習となりました。「地

元である横浜の歴史や文化を知ること」、「班で協力しながら自分たちの力で

行事を成功させ、次の行事につなげること」を目標に、クロームブックを使

いながらコースを決め、当日に臨みました。 

雨雲の動きが心配される中、学年が午前・午後グループに分かれ、横浜開

港記念会館（ジャック）、税関（クイーン）、県庁（キング）、氷川丸、港が見

える丘公園、大桟橋、かもめハープ、ロープウェイ乗り場、横浜スタジアム

などチェックポイントを巡りました。途中、道案内を頼まれ、事前に決めて

いたコースと逆方向に進むことになってしまったり、結婚式に遭遇して拍手

を送ったり、ハプニングも経験しながら、横浜の魅力を改めて発見し、クラ

スメイトの新たな一面を知ることができた半日になったようです。 

 

 

学年目標が決まりました！３学年の数字の  ３ から三角形を表す 

『Triangle』を連想し、『Try(挑戦)』～３年生だからこそ挑戦する～。

『Angle(向きや視線)』～いろいろな視線(人の考え方)を大切にしていこ

う～といった意味が含まれるように工夫した覚えやすい学年目標になり

ました。３年生は『受験』という大きな目標に向けて日々挑戦し、また、

周囲に気を配り、人の話を真剣に聞き、協調

性を身に付けた素敵な大人に近づいてほし

いと期待しています。 

いよいよ『ＧＩＧＡスクール構想』がスタートしました。教室には一人に

１台のノート型ＰＣ『Chromebook』が配当されました。こうして学ぶこ

とが、再び新型コロナウイルスによって休校になった際には学習手段の一

つとして活躍することになると思います。（そのような事態にならないよう

に…）また、今後の学校生活においても多くの場面で活用することになるの

で少しずつ慣れるところからスタートしました。 


